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運営方針、研究・見学に支障との批判

ここがポイント

植
物
園
を
巡
る
混
乱
の

一

つ
が
除
草
剤
散
布
問
題
で
あ

る
。
〇
四
年
二
月
中
旬
、
前
年

に
続

き
植
物
園
内
の
圃
場
ま

わ
り
や
温
室
の
窓
下
に
除
草
剤

が
散
布
さ
れ
た
。
こ
れ
は
植
物

園
管
理
運
営
委
員
会

（
＊
二
）

の
会
議
を
経
た
決
定
で
は
な

か

っ
た
が
、
同
委
員
会
委
員
長

の
岡
田
清
孝
氏
（
植
物
学
教
室
）

に
よ
る
と
、
除
草
剤
散
布
は
圃

場
の
研
究
目
的
利
用
の
た
め
の

毎
年
恒
例
の
圃
場
管
理
作
業
で

あ
り
、
委
員
会
の
許
可
は
必
要

は
な
い
、
ま
た
散
布
量
も
必
要

最
小
限
量
で
あ

っ
た
と
い
う
。

運
営
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
除
草
剤
散
布
に

つ
い
て

「
圃
場
は
植
物
学
教
室
教
員
の

研
究
材
料
で
あ
る
作
物
を
栽
培

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
自
然
に
近
い
状
況
を
維
持

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
林
間

部
と
圃
場
と
は
異
な

っ
た
利
用

目
的
を
持

っ
て
い
る
。
林
間
部

と
圃
場
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ

て

（
い
る
と

と
し
て
い
る
。

実
際
は
、
圃
場
は
植
物
園
の

中
央
部
に
位
置
し
、
林
間
部
と

の
区
切
り
は
な
く
隣
接
し
て
い

る
。
長
年
植
物
園
に
携
わ

っ
た

研
究
者
や
園
丁
、
「
京
大
植
物
園

を
考
え
る
会
」
（
＊
一一し
な
ど
か

ら
は
、
圃
場
管
理
の
た
め
の
除

草
剤
散
布
の
影
響
が
極
小
で
あ

る
と
い
う
科
学
的
根
拠
が
示
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
そ
の
妥

当
性
を
疑
間
視
す
る
声

が
あ

が

っ
て
い
る
。

さ
ら
に
問
題
と
な

っ
て
い

る
の
が
利
用
規
定
の
改
訂
に
つ

い
て
で
あ
る
。
〇
三
年
四
月
か

ら
毎
月
下
旬
に
、
学
内
及
び
学

外
者
の
た
め
に

「
考
え
る
会
」

主
催
の
観
察
会
が
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
昨
年
五
月
二
十
二

日
（土
）
と
六
月
二
十
七
日
（
日
）

に
予
定
さ
れ
た
観
察
会
は
、
運

営
委
員
会
に
よ
る
許
可
が
お
り

な
か

っ
た
。
運
営
委
員
会
は
、

休
日
の
見
学
を
認
め
て
い
な
い

植
物
園
利
用
規
定
を
そ
の
根
拠

北
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
東
部
に

一
九
二
三
年
に
に
設

置
さ
れ
て
以
来
、
学
内
外
の
人
々
に
よ
り
研
究

・
教

育
の
場
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
き
た
京
大
植
物

園
。
二
〇
〇
二
年
よ
り
続
く
植
物
園
の
管
理
運
営
を

巡
る
混
乱
は
〇
四
年
も
収
束
を
見
な
か

っ
た
。

と
し
て
い
る
。
運
営
委
員
会
発

足
後
の
〇
三
年
十
月
か
ら
利
用

規
定
が
大
き
く
変
わ

っ
た
。
土

日

・
祭
日

。
そ
の
他
の
京
都
大

学
が
指
示
す
る
休
日
は
見
学
を

受
け
付
け
な
い
こ
と
が
明
記
さ

れ
た
他
、
学
外
者
の
利
用
申
請

に
つ
い
て
は
そ
の
目
的
を
見
学

と
研
究
に
分
類
し
、
見
学
目
的

の
場
合
に
は
京
大
教
職
員
を
紹

介
者
と
し
て
記
入
す
る
。
申
請

手
順
は
複
雑
に
な

っ
た
と
言
え

る
が
、
運
営
委
員
会
は
そ
れ
ま

で
の
植
物
園
利
用
に
関
す
る
ず

さ
ん
な
点
を
是
正
す
る
た
め
と

し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
大
学

法
人
化
に
伴

っ
て
昼
休
み
が
十

五
分
短
縮
さ
れ
た
た
め
に
、
昼

休
み
を
利
用
し
た
学
内
者
の
植

物
園
見
学
が
難
し
く
な

っ
た
こ

と
、
休
日
開
催
の
要
望
、
参
加

者
の
増
加
な
ど
を
理
由
に
、
「
考

え
る
会
」
は
休
日
開
催
を
企
画

し
た
。

ま
た
観
察
会
の
他
に
、
京
大

農
学
部
生
が
京
大
教
員
を
指
導

員
に
迎
え
申
請
し
た
、
植
物
園

の
樹
木
の
種
目
確
認
と
胸
高

・

樹
高
の
測
定
調
査
は
、
林
間
部

に
踏
み
込
み
林
床
や
動
植
物
が

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
、
学
外
の

試
験
地
で
行
う
よ
う
に
と
岡
田

清
孝
委
員
長
よ
り
指
示
さ
れ
、

却
下
さ
れ
て
い
る
。
自
然
状
態

に
近
く
保
た
れ
て
き
た
植
物
園

で
は
、
林
間
部
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
で
数
多
く
の
研
究
成

果
を
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

〇
四
年
十
二
月
に
は
、
複
数

の
植
物
園
利
用
者
が
尾
池
総
長

に
、
運
営
委
員
会
の
運
営
方
針

に
よ

っ
て
研
究
や
見
学
に
支
障

を
来
た
し
た
と
し
て
意
見
書
を

提
出
し
て
い
る
。
総
長
は
本
紙

取
材
に
対
し
、
研
究
科
に
介
入

す
る
意
思
は
な
く
部
局
の
自
治

を
重
視
す
る
と
い
う
姿
勢
を
示

し
た
。
そ
の
上
で
、
植
物
園
が

京
大
内
外
の
研
究
に
果
た
し
て

い
る
役
割
を
指
摘
、
植
物
園
を

研
究
施
設
と
し
て
ど
の
よ
う
に

位
置
付
け
る
の
か
、
理
学
研
究

科
が
中
期
目
標

・
計
画
に
明
記

す
べ
き
と
し
た
。

京
大
植
物
園
の
門
。
利
用
規
約
の
改
定
に
よ
り
、
土
日
は
施
錠
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
公
フ
年
二
月
下
旬
日
曜
日
撮
影
）

貪
際

1%



□
求
め
ら
れ
る

将
来
像
の
議
論

〇
三
年
に
運
営
委
員
会
が

発
足
す
る
際
、
植
物
園
を
多

く
利
用
し
て
い
る
農
学
研
究

科
や
植
物
生
態
学
の
専
門
家

な
ど
学
内
外
か
ら
広
く
意
見

を
求
め
る

「
植
物
園
将
来
計

画
委
員
会
」
（
仮
称
）
を
併
設

す
る
こ
と
が
理
学
研
究
科
で

合
意
さ
れ
て
い
る
。
「
管
理
運

営
の
実
務
を
行
う
運
営
委
員

会
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ

る
、
植
物
園
の
研
究

・
教
育

に
果
た
す
べ
き
役
割
や
将
来

像
を
根
本
的
に
論
議
す
る
場

が
必
要
」
と
の
指
摘
を
考
慮

し
た
も
の
だ
が
、
立
ち
上
が

る
気
配
は
ま
だ
な
い
。
〇
三

年
度
運
営
委
員
の
堀
道
雄
教

授

（
動
物
学
教
室
）
は

「
運

営
委
員
会
に
は
、
動
物
生
態

学
、
植
物
系
統
分
類
学
、
ミ

ク
ロ
分
野
の
植
物
学
の
専
門

家
し
か
い
な
い
。
研
究
科
に

植
物
生
態
学
の
専
門
家
が
い

な
い
現
状
で
植
物
園
を
運
営

を
す
る
の
は
無
理
が
あ
り
、

将
来
計
画
委
員
会
が
必
要
と

植
物
園
問
題主

張
し
て
き
た
。
多
く
の
討

議
を
経
て
合
意
さ
れ
た
こ
と

な
の
に
、
い
ま
だ
に
立
ち
上

が
ら
な
い
こ
と
は
遺
憾
だ
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

植
物
学
教
室
に
教
授
と
し

て
在
籍
し
た
の
ち
、
東
京
大

学
小
石
川
植
物
園
の
園
長
を

務
め
た
岩
槻
邦
男
氏
は
著
書

『
日
本
の
植
物
園
穴
東
京
大

学
出
版
会
）
で
京
大
植
物
園

に
ふ
れ
、
過
去
に
管
理
主
体

が
二
転
三
転
し
た

（
＊
四
）

こ
と
に
よ

っ
て
管
理
体
制
や

利
用
に
混
乱
が
生
じ
て
き
た

可
能
性
を
指
摘
し
、
「
研
究
に

活
用
さ
れ
て
い
る
空
間
が
、

そ
れ
な
り
に
評
価
さ
れ
な
い

で
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
以
外

の
用
途
へ
の
転
換
を
期
待
さ

せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。

大
学
附
置
の
植
物
園
の
多
面

的
な
活
用
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
、
京
都
大
学
の
小
さ
な

植
物
園
が
提
起
し
て
い
る
現

代
的
な
問
題
か
も
し
れ
な

い
」
と
し
て
い
る
。

＊

一
　

ナ
チ

ュ
ラ

ル
ロ
ー
ソ
ン
セ
レ

ク
シ

ョ
ン
…

コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ァ
、
ロ
ー
ソ
ン
の

新
し
い
店
鋪
の
形

態
で
、
無
添
加
商

品
な
ど
を
充
実
さ

せ
、
環
境
と
健
康
に
配
慮
し
た

コ
ン
ビ
ニ
を
目
指
す
。

＊
二
　
植
物
園
管
理
運
営
委
員

会
…
〇
三
年
八
月
に
、
植
物
学

教
室
か
ら
理
学
研
究
科
に
植
物

園
の
管
理
主
体
が
移
さ
れ
、
研

究
科
全
体
か
ら
教
員
が
参
加
し

て
発
足
し
た
。
〇
四
年
度
の
委

員
は
、
委
員
長
の
岡
田
清
孝
氏

（植
物
学
教
室
）
や
副
委
員
長

の
曽
田
貞
滋
氏
（動
物
学
教
室
）

を
は
じ
め
と
す
る
七
人
で
あ

る
。

＊
一二
　
京
大
植
物
園
を
考
え
る

会
…
〇
二
年
十
月
よ
り
行
わ
れ

た
植
物
園
内
に
お
け
る
樹
木
伐

採
を
契
機
に
、
〇
三
年
四
月
に

学
内
外
の
有
志
に
よ

っ
て
設
立

さ
れ
た
。
代
表
は
京
大
名
誉
教

授
の
河
野
昭

一
氏
と
川
那
部
浩

哉
氏
。

＊
四
　
管
理
主
体
が
二
転
三
転

し
た
…
京
大
植
物
園
は
、
理
学

部
植
物
学
科
初
代
教
授
那
場
寛

氏
が
、
単
に
珍
し
い
植
物
を
集

め
た
栽
培
園
で
は
な
く
生
態
学

的
特
色
を
持

っ
た
も
の
に
し
よ

う
と
い
う
構
想
の
も
と
に

一
九

二
三
年
設
立
。
以
後
、
植
物
学

教
室
が
管
理
し
て
き
た
が
、
理

学
部
附
属
植
物
生
態
研
究
施
設

（現
、
生
態
学
研
究
セ
ン
タ
ー
）

が
で
き
る
と
こ
こ
が
管
理
に
あ

た

っ
た
。
同
施
設
が
京
大
外
に

移
転
し
た
こ
と
で
、
〇
三
年
に

運
営
委
員
会
が
発
足
す
る
ま

で
、
管
理
主
体
は
植
物
学
教
室

に
戻

っ
て
い
た
。
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